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Abstract: In the previous paper, we focused on water usage facilities in the Kamiogawa area of Takashima City, Shiga Prefecture, and 
grasped the installation form and usage management form.  Therefore, in this paper, in order to understand the difference in water 
usage patterns by age and years of residence of local residents and the difference in awareness of water usage by generation we 
conducted a survey of waterways and interviews with residents in the same area.  As a result, we grasped the difference in water use 
depending on the water intake form and geographical characteristics, and then grasped the difference in awareness of water use among 
generations. 
 
１．はじめに 

本稿では，「前稿その１」に続き，滋賀県高島市安曇

川町上小川地区（以下，上小川地区）を対象に，地域住

民による水路および水利施設の利用管理の実態を把握

した上で，地域の住民生活に見られる湧水との係わり

方を捉えることを目的とする． 
 
２．調査概要 

 調査概要を Table１に示す．本調査は，上小川地区を

対象に，現地踏査を実施し，地区内の水路分布を把握

した．次いで，住民へのヒアリング調査注１）を実施し，

住民ごとの水路及び水利施設の利用管理，水利用方法

や利用用途，居住年数や年齢との関係性を把握した． 

 
３．調査結果 

３−１．水路および自噴井の管理形態 

 ヒアリング対象者の住居と水利施設の位置図を

Figure 1，ヒアリング対象者の水路および自噴井の利用

管理状況を Table 2 に示す．上小川地区を流れる水路の

管理は，年 3 回の頻度で住民総出により藻狩りが行わ

れており，加えて，住民組織 2 団体により年 2 回の頻

度で清掃活動が行われていた．藻狩りは，各世帯 1 名

ずつ参加しており，参加者の男女比率に偏りはないが，

近年では住民の高齢化に伴い参加率が低下してきてい

る．また，敷地周辺を流れる水路や敷地内に設けられ

た自噴井については，住民個々人による定期的な清掃

活動が実施されており，地区全体に水が行き渡る水路

や各種水利施設の日常的な維持管理を行う地域内の共

通認識の存在が窺えた． 

 

３−２．水路および自噴井の利用形態 

 ヒアリング対象者⑭の水利用管理の範囲を Figure 2
に示す．上小川地区では，日常的に飲料水等の生活用

水としての湧水利用がなされているが，生活用水とし

ての利用に適していない注２）金属成分を含む湧水が噴

出する地点も存在する．こうした金属成分を含む湧水

が噴出する自噴井を有している住居では，湧水利用を 
１：日大理工・学部・海建 ２：日大理工・院（前）・海建 ３：日大理工・教員・海建 

Table1．Survey overview 

Figure1．Hearing survey point 
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取り止めている状況が確認できた．良質な湧水が得ら

れる層は地区の西側では約 20~25m，東側では約

15~20m であり，地下水を汲み取る鉄管を打ち込む深さ

や地下水脈の位置により異なる状況が窺えた． 
 上小川地区の住民の水利用は，整備された上水道に

加えて，湧水や河川水の日常利用もなされている点が

特徴と言える．一部の住居では，地下水をポンプによ

り汲み上げ，民家内へ導入することで，洗濯や風呂等

への湧水利用がなされていた．こうした水利用パタン

を整理すると，現在でも湧水のみ利用している「湧水

利用型」，金属成分を含んだ湧水の噴出や湧水の水質悪

化により上水道利用を余儀無くされた「上水道利用型

（湧水廃止）」，上水道整備や生活様式の変化により上

水道のみ利用している「上水道利用型」，湧水と上水道

を併用し用途によって使い分けている「湧水・上水道

併用型」の 4 タイプに分類できた． 
 水利用形態に着目すると，多様な水利用が確認でき

た住民（⑭：湧水・上水道併用型）は，敷地内に自噴井

が 2 ヶ所，階段状の洗い場が 3 ヶ所設置されている．

仕事場のある屋敷では洗面や飲料水の用途で自噴井を

利用し，主屋では飲料水，風呂，洗濯等に上水道を利

用している．また，主屋には，野菜の泥落としや野菜

冷却用の自噴井が増設され，利用用途によって自噴井

の使い分けがなされていた．また，水利用形態と住民

の居住年数との関係性は確認できず，比較的居住年数

の短い住民の中には，湧水利用が盛んな針江地区から

嫁いできた住民もおり，幼少期より日常的な水路や湧 

 

 
水利用を行ってきたことで，上小川地区においても同

様の水利用を図っている状況が窺えた． 
 
４．おわりに 

本稿では，上小川地区の水路および水利施設の利用

管理と水利用形態の特徴を把握した．その結果，住民

組織や個々人による水路や自噴井の定期的な維持管理

や水路および水利施設の使い分けを確認できた． 
 
５．補注 
注 1）事前に自治会を通して調査依頼を行い，許可が得 

られた住民に対して実施した． 
注2）住民を対象に実施したヒアリング調査に基づく． 
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Table2．Management and usage of waterways and artesian wells 

Figure2．Area of water usage 
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